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研究要旨 
将来における網羅的な遺伝子発現解析に備えて、データベースや解析プラットフォームの準備を進めている。 

 
A.研究目的 
TAFRO 症候群における遺伝子発現変動を解析すること
により、診断の精度向上、疾患の原因解明および新規
治療法の開発を目指す。 

 
B.研究方法 
マイクロアレイ及び次世代シーケンサーの活用により
細胞内およびエクソソーム中の RNA 分子を解析する。
また、データベースを活用することにより、既に報告
された他疾患のデータとの比較を行う。 
 
（倫理面への配慮） 
事前に適切な委員会での審査を受けて承認を得られた
後に研究を実施する。 
 

C.研究結果 
TAFRO 以外の疾患や細胞モデルでの解析を実施中であ
り、得られた経験を本研究に活かしていく予定である。
また、公共データベース検索等により参考となりそう
なデータセットの収集をおこなった。 
 

D.考察  
近年は次世代シーケンサーが解析の主流となりつつあ
るが、安価でアナリストの負担が少ないマイクロアレ
イも十分に利用価値がある。スクリーニング的にデー
タを取る場合にはマイクロアレイでも十分な情報をえ
ることができる場合もある。また RNA 編集の変化を解
析したり、エクソソーム内や血液中の核酸を解析する
場合には次世代シーケンサーの方が有利である。 

 
E.結論 
TAFRO 症候群解明に向けて十分な準備を調えるベキで
あり、検体の選択と解析対象数については事前から十
分な検討が必要と考えられる。 
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